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位の者及び感情変易性の高位の者は,特にUP I得点高く, 4 - 7の被検者は40台の得点
で特に顕著である.
このことは偏差値49以下内向的傾向に進む者に対しては,益々強くあらわれている.因子群
も夫々複合しあって, 10名の被検者全員が, UPI得点は2回とも高位である.これ等の者は
強度の練習・合宿には不適応者で,むしろレクリェーションとしてのスポーツ活動を実施し,
カウンセリング的教育活動を実践すべきで,向性偏差値低位者を選手養成・競技力向上を中心
とする運動部に入部させることは,精神衛生上特につつしむべきことである.
第6表はC校女子の優秀な試合成績を有する運動集団で,向性偏差値平均51,構成員個々の
偏差値も55以上高位者が, B校女子集団に対して比較的多く,性格的にスポーツ適正を有する
部員集団であると推測される.しかもこの集団のみにみられる現象は, UPI得点が1回目よ
り2回目が,かなり減少していることで, 20台以上の得率が1回62A%, 2回18.8#と著しく
減少していることである.個人別にみると16名の部員全員が,得点減少を示している.この現
象を今回の調査で革ちに結論を出すことは,つつしむべきであるが,単独或は合同合宿を数次
にわたって経験し,合宿生活をすることによって,部員の情意の凝集が高められ,日常不安反
応と、しての情意徴候が,却って安定化の方向をとり,合宿による馴れの現象が培養されたので
はないかと推測される.しかしこの集団の中にも選手養成の運動集団としては,適格を欠ぐと
思われる者も存在している. 8・11・16の5名の部員は,その該当者ではなからうか.運動集
団として情意的領域より考えると,比較的安定した特性の所有者で,めぐまれた集団である
が, UPI得点では,気が小さい・いらいらしやすい・なんとなく不安で・物事に自信がもて
ないとの訴えも多く,悲観的傾向も他の集団と同様30^-50^もあらわれている.これらの情
意失調症状は,軽率に神経症の徴候と断定することはできないが,少なくとも神経症の初期症
状として例示されている,身体的には自律神経失調症群,情意的には気力がでなくなる・やる
気がおこらない・いらいらする・おこりっぼくなる・記憶力が低下する・悲観的になる等彼等
は,からだの徴候と心の徴候をともに強く訴えている.
4.総括
高等学校運動部員の精神衛生的徴候を研究するため,診断性向性検査とUP I検査を実施
し,その結果について考察したのであるが,要約するとつぎのように結論することができる.
運動部員である運動愛好者は,性格特性として外向型であり,明朗・快活・愛想がよく・活
動的・社交的であるという一般概念にとらえられ,生物学的な技術能力のトレーニングのみを
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受けて来た.
しかし個々の事例で明かのように,向性偏差値が高く,外向的傾向を有する者については,
因子群中特に感情変易性の高位者に,問題点は多く存在し,向性偏差値低位者の内向的傾向者
については, 5つの因子が大夫複合交連しているものの,特に劣等感・神経質の因子低位者
に, UPI高得点が顕著にあらわれている.
要は運動部全般にわたって,精神医学的立場より,科学的検討を早急に実施し,クラブ活動
本来の原点に立ち帰えり,情意豊かな人間性の形成及び恢復の方途を志向すべきである.
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